
• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：港湾改修、緑地等施設整備
• 総事業費：21,845百万円

（うち国費：13,151百万円）
• 事業期間：平成13年度から令和13年度

中城湾港（泡瀬地区）開発事業は、沖縄本島中部東海岸地域の
活性化のため、スポーツを中心とした商業や宿泊、海洋レジャー
などを展開するスポーツコンベンション拠点の形成を図るもので
ある。
このうち、当該事業は、護岸、防波堤、臨港道路、突堤、人工

海浜、緑地等を整備する。

粟国港港湾改修事業は、沖合から港内へ侵入した波の影響によ
る海上貨物の荷役障害等の改善を図るため、護岸や岸壁、物揚場
等の整備を実施するものである。
本事業では、既設産業バースを波の影響を受けにくい位置へ移

設するとともに、岸壁や物揚場を消波構造として整備する。
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• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：物揚場改良、護岸・岸壁整備
• 総事業費：890百万円

（うち国費：801百万円）
• 事業期間：平成27年度から令和８年度
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• 事業主体：宮古島市
• 事業内容：港湾改修
• 総事業費： 770百万円（うち国費690百万円）
• 事業期間：平成28年度から令和2年度

宮古島～多良間島間を結ぶ定期フェリー「たらまⅢ」が利用す
る係留施設の延⾧不足解消を目的に、既存護岸の改良を行い、新
たに物揚場を整備した。
第４埠頭に物揚場を整備することで、円滑な荷さばきや輸送の

安定性を確保すると共に、既存旅客施設「平良港ターミナルビル
」が利用できることにより旅客者等の利便性が向上した。

平成29年12月に供用開始した耐震強化岸壁背後に、シンボル緑
地と防災緑地の機能を兼ね備えた緑地を整備する。
通常時は、市民や旅客船などからの来訪者が利用するが、災害

時には港に運ばれてきた食料、水、医薬品などの緊急物資を集積
するとともに、宮古圏域各地へスムーズに輸送するために仕分け
・保管するなど災害機能の役割も担う緑地整備を図る。

• 事業主体：宮古島市
• 事業内容：緑地整備
• 総事業費： 520百万円（うち国費：290百万円）
• 事業期間：平成27年度から令和7年度
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• 事業主体：那覇港管理組合
• 事業内容：緑地整備及び東屋等設置
• 総事業費：395百万円

（うち国費：237百万円）
• 事業期間：平成24年度から令和3年度

臨港道路から発生する騒音・排気ガスの緩和と大気の
浄化等に資すると共に、隣接する都市機能用地における
快適性の向上を図るため、緑地及び東屋等の整備を行っ
た。

整備後

沖縄と国内外を結ぶクルーズ船の寄港・就航を促進し
海路による入域観光客数の増加や新たな沖縄観光の魅力
向上を図るため、泊ふ頭地区に旅客ターミナルの建設を
行った。

• 事業主体：那覇港管理組合
• 事業内容：旅客ターミナル建設
• 総事業費：1,220百万円（うち国費：610百万円）

うち、ハード交付金1188百万円（うち国費：594百万円）
• 事業期間：平成23年度から平成25年度


